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令和 3 年 8 月 19 日  

大阪経済記者クラブ会員各位  
 
東横堀川（本町橋周辺）水辺の賑わい拠点「β（ベータ）本町橋」 

グランドオープン／メディア向けプレオープンのご案内 
 

【お問合せ先】大阪商工会議所  地域振興部  

担当：髙津、西田、玉川  

        TEL：06-6944-6323 

 

大阪商工会議所  都市活性化委員会（委員長＝錢高一善・㈱錢高組  取締役会長）
は、水都大阪にふさわしいにぎわい創出に注力してきましたが、その成果として、8
月 28 日（土）に、β 本町橋共同事業体が東横堀川の本町橋周辺エリアに水辺のにぎ

わい拠点｢β 本町橋｣をグランドオープンし、同日にオープニングイベントを実施さ
れます。また、8 月 25 日（水）には、メディア向けプレオープン（内覧会）も実施
されますので、ぜひあわせてご参加賜りますよう、ご案内申し上げます。  

１．グランドオープン・オープニングイベントの概要  ※詳細は資料２をご覧ください。 

＜オープニングセレモニー＞ 
 日  時：令和 3 年 8 月 28 日（土）10:30〜11:30 
場  所：β本町橋（大阪市中央区本町橋 4-8（東横堀川  本町橋北側））  

 主  催：大阪市・β本町橋共同事業体  
出席者：前田真二・大阪市経済戦略局  魅力事業担当部長  
（予定）錢高一善・大阪商工会議所  都市活性化委員長  

橋爪紳也・大阪府立大学研究推進機構特別教授  
地元地域町会長  ほか  

内  容：・山本能楽堂によるお能奉納  
・テープカット  など  

＜オープニングイベント＞ 
 日  時：令和３年  8 月 28 日（土）12:30〜19:00 

8 月 29 日（日）10:30〜20:00 
場  所：β本町橋（大阪市中央区本町橋 4-8（東横堀川  本町橋北側））  
主  催：β本町橋共同事業体  
内  容： ・β本町橋の設計、運営チームによるβ本町橋ミニガイドツアー（両日）  

     ・水上を楽しむクルーズ・サップのミニ体験（28 日）  など  

２．メディア向けプレオープン（内覧会）の概要   

日  時：令和３年８月２5 日（水）15:00〜（約 1 時間を予定）  

場  所：β本町橋（大阪市中央区本町橋 4-8（東横堀川  本町橋北側））  
主  催：β本町橋共同事業体  
内  容：・施設概要のご説明  

・アクティビティのご案内（水上サイクリング・ピクニック、クルーズ、  
水都大阪コンソーシアム・無印良品とコラボする水上キャンプ、  
体験型屋外料理など）  

・館内のご案内（水上に浮かぶボートルーム、水面を眺める個室など） 
・プログラム・サービスのご案内（街中から出港する釣りクルーズ、  
シェアキッチン等）  
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３．取材について  

・ ご取材いただける場合は、密集回避の観点から、各イベントの前日までに、
資料１の取材申込書にご記入の上、E-Mail（chishin@osaka.cci.or.jp）もしく
は FAX（06-6944-6330）にてお申込みください。  

・ 手指の消毒など、新型コロナウイルス感染症防止対策にご協力のほどよろし
くお願いします。発熱症状があるなど、体調のすぐれない方のご来場はご遠
慮ください。また、取材時は常時、マスクの着用をお願いします。  

・ 取材に際しては、必ず腕章を見えやすいところに着用してください。  
 
 

【参考：β本町橋とは】 

◆ β本町橋は、東横堀川（土佐堀川と道頓堀川を結ぶ全長約３km の
河川）に架かる本町橋たもとの公園に新設されたにぎわい拠点。

運営は、大阪市と事業協定を締結した β 本町橋共同事業体  
（（一社）水辺ラボ、㈱GROLIA、㈲リゾートバンク、大希産業㈱
で構成）が担う。都心の水辺・公園という立地を生かして、様々
な人が交流できるレンタル・シェアスペースや飲食・物販コーナ
ー、地域連携イベントや舟運・水辺アクティビティなどの事業を
実施する。  

◆ 大阪商工会議所は、平成 18 年に発表した「東横堀川・水辺の魅力向上プログラ
ム」の中で、本町橋周辺への船着き場の設置や沿川公園の再整備を提案。平成
24 年には、まちなかを楽しむ小型船基地の創設、民間参画を促進する仕組みづ
くりと管理運営体制の構築などを求める「東横堀川（本町橋周辺）における、
水辺の賑わいづくりについて」を提言した。  

◆ こうした動きを踏まえ、大阪府、大阪市、関西経済３団体等で構成する「水と
光のまちづくり推進会議」（会長＝尾崎裕・大阪商工会議所会頭）での議論、具

体化が進み、令和元年１１月には大阪市が本町橋周辺エリアにおける新たな水
辺のにぎわい拠点の管理運営事業者を公募。選定されたβ本町橋共同事業体が
今後 20 年間、β本町橋の運営を担っていく。  

 
以  上  
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取 材 申 込 書 

 

大阪商工会議所  地域振興部  宛  

Mail：chishin@osaka.cci.or.jp 

FAX：06-6944-6330 

 
「β（ベータ）本町橋」 

メディア向けプレオープン（8/25） 
グランドオープン・オープニングイベント（8/28、29） 

 

御名前 様  

会社名・ご所属  

御同行者様の人数 名  

ご連絡先（電話）  

ご連絡先（Mail）  

カメラ 
※カメラ有りの場合、【  】

内に○をご記入ください 
【  】ムービー ／ 【  】スチール 

ご出席いただける 

日程 

※【  】内に○をご記入く

ださい  

 

 
【  】8/25（水）メディア向けプレオープン 
 
【  】8/28（土）オープニングセレモニー・ 

   オープニングイベント 
以下にご参加いただくおおよその時間帯をご記入ください 

 
     ：   〜   ：      
 
【  】8/29（日）オープニングイベント 
以下にご参加いただくおおよその時間帯をご記入ください  

 
     ：   〜   ：      
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β本町橋 グランドオープン・オープニングイベント概要 

 

【開催日時】 

①オープニングセレモニー・オープニングイベント 

：令和３年８月２８日（土）10:30〜19:00 

②オープニングイベント：令和３年８月２９日（日）10:30〜20:00 

 

【所在地】 

大阪市中央区本町橋４－８（東横堀川 本町橋北側） 

URL： https://hommachibashi.jp/ 

 

【内容】 

①8月 28日（土） 

第１部：オープニングセレモニー（ご来賓及び関係者のみにて開催いたします） 

■山本能楽堂によるお能奉納〈10:30〜〉 

β本町橋のこけら落としとして、地域とのつながりが深い山本能楽堂の当主・山本章弘氏

からお能を奉納いただきます。 

■セレモニー（テープカット等）〈10:45〜〉 

β本町橋の船出を祝って、地域の子どもたちとテープカットセレモニーを実施。 

【来賓（予定）】大阪商工会議所 都市活性化委員長 錢高 一善 氏 

        大阪府立大学 研究推進機構特別教授 橋爪 紳也 氏 

        地元地域町会長 他 

（同日にお披露目を迎える大阪市下水道事業 125周年記念した下水超高度処理水の修景施設と大阪市下

水道事業 125 周年記念マンホールふたデザイン最優秀作品の表彰式等を同時開催予定） 

第２部：オープニングイベント（一般参加可：キオスク・お野菜マルシェ以外は予約制） 

■キオスク・お野菜マルシェ〈12:30〜〉 

１階のキオスクにて水辺・公園で楽しめるフード・ドリンクの販売。リビングにて産地と

つながる大阪産野菜の新鮮なお野菜マルシェを開催。（※混雑状況に応じて施設内への入場規制

を行います。） 

■ 水上を楽しむクルーズ・サップのミニ体験 

〈サップ：12:30〜17:00、クルーズ：12:30〜18:00〉 

資料２ 
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今後β本町橋で楽しめるクルーズとサップなどの水上アクティビティを、お試しできる

ミニ体験を実施。 

 

■アーティストが教える子どもアートワークショップ〈14:00〜16:00〉予約制 

水都大阪・東横堀川に寄り添ってきたアーティストの井上信太氏による、水鳥の巣箱づく

りワークショップを開催。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ β本町橋の設計チーム・運営チームによるβ本町橋ミニガイドツアー 

〈16:00〜／17:00〜／18:00〜〉予約制 

本町橋のたもとの公園に建てられた都心の木造２階建ての建物は、新しいまちのシンボ

ル。水辺×まち×人をつなぎ、「遊ぶ」「働く」「学ぶ」「暮らす」を豊かに日常をアップデ

ートする実験基地・β本町橋。施設を紹介しながら設計者の想いと運営者の想いを語るミ

ニガイドツアーを開催。 
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②8月 29日（日） 

オープニングイベント（一般参加可：キオスク・お野菜マルシェ以外は予約制） 

■キオスク・お野菜マルシェ〈10:30〜〉 

１階のキオスクにて水辺・公園で楽しめるフード・ドリンクの販売。リビングにて産地と

つながる大阪産野菜の新鮮なお野菜マルシェを開催。（※混雑状況に応じて施設内への入場規制

を行います。） 

■かき氷を食べながらの納涼クルーズ・サップ体験 予約制 

人気店とコラボした特性かき氷を食べながら、中之島の噴水や虹など、様々な「キラキラ」

を探しに行くきらめきクルーズや、「涼み舟・隠れ家風（パラソル等）」に装飾した丸形サ

ップボートの水辺アクティビティ体験を実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ β本町橋の設計チーム・運営チームによるβ本町橋ミニガイドツアー 予約制 

本町橋のたもとの公園に建てられた都心の木造２階建ての建物は、新しいまちのシンボ

ル。水辺×まち×人をつなぎ、「遊ぶ」「働く」「学ぶ」「暮らす」を豊かに日常をアップデ

ートする実験基地・β本町橋。施設を紹介しながら設計者の想いと運営者の想いを語るミ

ニガイドツアーを開催。 

■20 年間の軌跡を追う家族フォト 予約制 

地域活動にも積極的なカメラマン・相葉氏による、β本町橋とともに歩む 20年間の家族

の姿を写す撮影会を実施。 

①②両日開催 

■水上キャンプのエキシビション 

新しい都心の水辺の楽しみ方の試行として水上キャンプサイトを設置し、気軽な道具で

おいしいアーバンスタイルのキャンプ料理や過ごし方にチャレンジする社会実験をこの

秋に実施予定。その前段として、水上キャンプサイトのエキシビションを実施。公園から

水上キャンプサイトを見られるほか、β本町橋ミニガイドツアー参加者は桟橋まで近づ

いて見学可能。 

（主催：水都大阪コンソーシアム、運営協力：β本町橋、無印良品イオンモール堺北花田） 

以 上 
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日常をアップデートする景色に出会おう

■ β本町橋 主な事業概要 参考

１.水辺・まち・人をつなぐキオスク ３.暮らしをアップデートするイチバ ５.水辺の未来を拓く舟運・水辺アクティビティ

２.やりたいを実現するレンタル・シェアスペース ４.水辺-まち-人の可能性を育てる水辺ラボ事業

●水辺・公園の日常的な維持管理

キオスク
屋外や船など好きな場所で楽しめるテイクアウト
のランチボックスや惣菜、ドリンクの販売をベー
スに、こだわりのセレクト品も販売します。β本町
橋でのまち・水辺・舟運の全ての受付機能を一元
化し、インフォメーション機能も備えます。

New BBQ
料理キットを活用した体験・コミュニケーション型
の飲食提供。

アウトドアダイニング
オープンエアで楽しむオリジナルダイニングを春と
秋に開催。

水辺を眺めるルームや水上に浮かぶ洋風屋形船な
ど「やりたい」を実現できるスペースを貸し出し、
「自分のお店を持ちたい」などの新たなチャレン
ジを応援、まちと水辺の元気につなげます。公募
によるキッチンパートナー選出も。

マルシェ
週に２回程度、大阪府内の農家さんと連携し、新
鮮野菜など日常生活に必要な食材を定期販売。
近隣住民さんや店舗さんが購入に来られる日常の
風景をつくります。

βイチ
月に１回程度、地域やβ本町橋のおすすめのお店
とつながるマーケットを開催。春や秋には、地元
イントと連携し、季節の顔を地域と一緒につくり
ます。

出典：キタの北ナガヤFacebook出典：EAT LOCAL KOBE HP

水上アクティビティ拠点
東横堀川の全天候型の立地
を生かし、雨天時も暑い日
も楽しめる都市型の新しい
水上アクティビティ拠点と
して運営を行います。

川と海のつながりを体感で
きる、まちなか発の釣り体
験クルーズなど、海まで航
行できる事業者の強みを生
かし、季節ごとにクルーズ
を実施します。

水面利用可能範囲を活用し、
水上・水辺の新たな可能性
を広げるため、水上活用実
験を重ねながらこれまでに
ない水上・水辺の利活用へ
つなげます。

出典：Water view cabin on 
Grandaddy Oak covered farm

季節毎のオリジナルクルーズ

新たな可能性を挑戦する水上活用実験

水辺のステーション・マリーナ事業
水都大阪の舟運活性化に寄与するため、人力船の
個人利用を受け入れるバースや、契約船舶が常時
保管係留できるマリーナを運営します。

水辺を日常的に快適に保つた
め、周辺環境に配慮しながら、
適正に維持管理を行います

β本町橋の活動を通じて得た収益や知見、ネット
ワークを地域に再投資し、水辺・まち・人の可能性
を育てます。

①調べる：調査研究事業
②考える：まちづくりにつ
ながる未来を描く活動
③やってみる：まちの課題
解決や新たな価値の創造に
向けて社会実験を実施
④伝える：情報発信や展示、
体験プログラムなど実施


